
平成 28 年度第１回愛南町入札監視委員会 審議概要 

 

開催日及び場所 
平成２８年８月２６日（金）午後２時から 

愛南町役場本庁 ２階 第１会議室 

出席委員氏名 

委員長  大賀 水田生（愛媛大学大学院理工学研究科教授） 

委 員  尾﨑 亘宏 （元愛媛県建築住宅課技幹） 

委 員  増田  裕 （税理士） 

委 員  青木 千之 （元愛南町監査委員） 

委 員  松本  宏 （弁護士） 

審議対象期間 平成２７年１２月１日～平成２８年６月３０日 

抽出案件 総件数 ６ 件 （備考） 

抽出の考え方 

無造作に案件を抽出。（増田委員が案件

を抽出。） 

 一般競争入札 ２件 

指名競争 ０件 

随意契約 ４件 

 

 

委員からの意見・質問、

それに対する回答等 

 

 

 

 

 

 

質問・意見 回    答 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

委員会による意見の具申

又は勧告の内容 

 

 

 

 

 

 

 

なし 

 

 

  



別紙 

意見・質問 回 答 

 

議題１ H26･27 年度愛南町入札契約状況につ

いて 

 

・特になし 

 

 

 

議題２ 抽出事業の審議について 

【随意契約】 

H27 上水修第 2 号 城辺浄水場 3 号急速ろ過池

表洗管補修ほか３ 

 

・町外の業者と契約しているが、町内に施工可

能な業者はいないのか？ 

 

 

 

 

 

・今後も同様の補修・更新工事については特命

随契での執行となるのか？ 

 

 

 

 

・１者の特命随契では見積り金額が不明慮にな

りがちである。内容・見積り金額を十分精査し

たうえで執行されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町内に施工可能業者はいない。本工事は、既

存設備と密接不可分な関係にあり、特殊な技

術、機器を必要とするもので、特定の者と契約

を締結しなければ契約の目的を達することが

出来ないものである。 

 

 

・工事内容が既存設備と密接不可分な関係なも

のについては特命随契で執行し、また、更新・

入れ換え等で競争性が確保できるものについ

ては競争入札にて執行する。 

 

 

・随意契約は、競争入札を原則とする契約方式

の例外であることを十分認識し、今後も適切に

執行していく。 

 

 

 

 

 



 

【一般競争入札(総合評価)】 

28 町西改第 1号 町道弓立越田線道路改良工事 

 

・入札に参加した５者中、落札者だけ応札額が

低いが、このことについてどのように考える

か？ 

 

 

 

・落札率８３．６％という数値は特に低いもの

ではないのか？ 

 

 

 

・本工事は、継続事業であったことと、地域性

も落札率が低かった要因として考えられるの

か？ 

 

 

 

【一般競争入札】 

H28 上水建第 5号 西海受水井ポンプ取替工事 

 

・無効となった応札者がいるが、その理由は？ 

 

 

 

 

 

 

・無効となった者はいわゆる大手企業であり、

当業種に該当する技術者も在籍しているもの

と考えられるが、技術者の変更は認められない

のか？ 

 

 

 

 

 

・本事業は継続事業であり、落札者はこれまで

も同施工箇所の工事を受注してきた経緯があ

る。そのため、本工事に対する受注意欲が高か

ったものと推測する。 

 

 

・本町の土木工事における落札率からみると低

い。過去の土木工事の平均落札率は、９５％前

後である。 

 

 

・お見込みのとおりである。当地域で施工され

る工事については、これまでも落札率が低い傾

向にあった。 

 

 

 

 

 

 

・配置予定技術者の資格不備である。本工事の

業種は「機械器具設置工事業」であるが、無効

となった者は「電気工事業」の技術者に成り得

る「電気工事施工管理技士」を配置する計画で

あった。 

 

 

・提出された入札参加申請書類の変更・差替え

は認めていない。 

 

 

 



 

・無効となった者の応札額は、町にとって最も

有利な価格ではなかったか？ 

 

 

 

議題３ その他 

 

・特になし 

 

 

・無効扱いとなったものは開札しないので、い

くらで応札したか分からない。 

 

 

 

 

 

 

 


